

























































































教育科目 授業科目 学 習 内 同官相 平成8年度 平成9年度
教 育 原 理 12 12 
教育概論 教 育 方 法 12 12 
教育に関する科目
教 育 評 価 6 6 
(45時間)
青 年
教育心理概論 'L 理 3 3 
学 習 'L 理 12 12 
看護教育論 6 3 
看護教育論 実習指導概論 6 6 
人 間 理 解 24 21 
看護教育に関する科目 看護教育課程 3 6 
(120時間) 看護教育の展開 看 護 過 手呈 6 6 
実習指導案作成 o 6 
各 看 謹 宇品凶 21 12 
実習指導方法 6 6 
実習指導の展開 実習指導方法演習 42 45 
見 学 6 9 
情報の活用
文 献 検 索 3 3 
一般教養に関する科目 情報機器の活用 3 6 
(15時間) 保健・医療・看護の動向 6 4.5 
トピックス 専門看護婦制度 3 o 
クリテイカルシンキングについて o 1.5 


















20-24・ 3 (6弛} 。 (0軸} 3 (3.2軸}
25-29・ 19 (38'軸) 16 (3696) 35 【36.896)
30-34・ 16 (32弛} 14 (31軸} 30 (31.6輔}
35-39・ 4 (8馳) 6 (13軸} 10 (10.5軸}
40-44・ 5 (1例的 6 (13軸} 1 (11.6軸}
45.以上 3 何時} 3 (7蝿)
ー
(6.3軸}











































































表3・2 受講経験 n=46 
有 鍍 合計
平成B年度 15 (75%) 5 (25%) 20 (43.5%) 
平成9隼度 25 (96%) 1 (4%) 26 (56.5%) 




















平均値 援準備釜 平均値 標準偏差
(1)議習期間 2.42 土0.50 2.77 :t 0.58 
(2)讃習の時期 2.96 土0.93 3.18 土0.90
(3)科目構成 3.24 土0.63 3.80 :t 0.85 
(4)時間割り 3.16 :t0.68 3.32 土0.83
(5)演習 3.60 土1.07 3.84 土1.11
(6)見学 2.30 土0.93 3.10 土0.91































学生の心理・著者気質 35 (31.5%) 32 (32.3%) 
よりよい実習指現方法 30 (27.0%) 18 (18.2%) 
教育とは、教育方法 13 (11.7%) 22 (22.2%) 
人間理解 10 (9.0%) 6 ， (6.1 %) 
指導者の役割 10 (9.0%) 10 (10.1%) 
自己の振り返り 8 (7.2%) 8 (8.1 %) 
スタッフの協力のえ方 5 (4.5%) 3 (3.0%) 
































平淘値 .盤 平崎値 観摺偏差
(1) 自分を見つめなおしリフ 4.6 :10.47 4.5 土0.551 レシユできた
実習指導者としての考え 4.2 士0.52I 4.0 士0.55(2) 行動が明砲になった
今後撮会があれば更に掌 4.7 4.5 士0.70(3) びたい
(4)仲間作りの償金になった 4.2 士0.79 4.5 :10.59 
(5) 自分なりに宥11を見直す 4.0 士0.70I 4.4 :10.57 ことができた
(6) 園町習で学んだことを今後 4.8 土0.42I 4.7 士0.46活用したい














































平向 .準偏差 平均 標準偏差
時 期 2.9 土1.08 3.8 土1.03
期 間 2.9 土0.43 2.9 土0.48
場 所 1.9 土0.80 2.3 士1.04
自己理解1 4.0 士0.73 4.5 土0.55
他審理解2 4.0 土0.73 4.5 :10.50 
相互理解3 4.0 土0.66 4.3 士0.58
3ミュ=ケーショ〉 4.0 士0.72 4.3 土0.67
役 割 3.5 士0.73
リーダ帽シ，1 3.4 3.5 :10.66 
























































































































































項 目 相関係数 有意水準 相関係数 有意水準
自己理解と他者理解 0.59 *** 0.58 *** 
自己理解と相互理解 0.55 *** 0.61 *** 
自己理解とリーダーシップ 0.09 0.34 * 
他者理解とコミュニケーション 0.72 *** 0.21 * 
他者理解とリーダーシップ 0.27 0.30 *** 
相互理解とコミュニケーション 0.53 * 0.51 * 
相互理解とリーダーシップ 0.24 0.36 * 
コミュニケーションとリーダーシップ 0.45 * 0.35 * 


















私はすべての点で自分に満足している 1.94 0.84 
私は時に自分がまるでだめだと思う 2.22 0.82 
私は自分にはいくつかの見どころがあると
2.94 0.59 思っている
私はたいていの人がやれる程度には物事ができる 2.88 0.63 
私にはあまり得意に思うことがない 2.6 0.76 
私は時身たしかに自分が役立たずだと感じる 2.6 0.76 
私は少なくとも、自分が他人と同じレベルに
2.62 0.92 立つだけの価値のある人間だと思う
もう少し自分を尊敬できたらなばと思う 2.3 0.84 
いつでも自分を失敗者だと思いがちだ 3.14 0.7 
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A Study On The Changes Of Students' Responses Between Before 
And After Taking Nursing Clinical Practicum 
Yasuko AOKl，Teruko KUNIOKA，Yasuko JINDA 
Abstract 
τbep山下0田 ofthis study was to evaluate rhe obsetvable changes arnong the students after having participated in the 
'96 and '97 seminars for the clinical practicum instructors. A questionnare was administered to出estudents of血e
participating students. 
τbe findings included the following: 
1.百lemajority of the students answered that they were quite satisfied wi出①出e白neand period，②thecu凶cum，and
③the content of the seminars. 
2. Positive correlation was found between the studebts'motives of seminar participation and their impressions after 
having participated in the seminer. 
3.Positive cirrelation was found between the students'motives of seminar and how much出eyhad expected仕om血e
senunar. 
4.The students selfモsteewere enchanced after the seminar. 
5.the students showed obserble changes after having participated both in the '96 seminar 
The students'levels of satisfaction were greater following '97 seminar出叩following'96 seminar partlyowing to the 
inprovements in '97 curriculum.these findings showed positive effects of the seminar and出evalidity for continuation. 
Key W ords: Clinical practicum 
Clinical practicum instructor 
Effect of leaming 
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